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第 8回　 山崎 貞
一

賞 候 補 者 募 集

対 　象 　論文の 発表，特許の 取得 方法
・
技 術 の 開 発 な ど を通 じて，

　実用化 にっ なが る 優れた創造的業績 をあ げて い る 人．
対 象分 野 　材 料 ／半 導体及び 半導休 装置〆計 測評価 〆バ イオサ イ エ ン

　 ス ・バ イオ テ ク ノ ロ ジ
ー

応募締切 日　4月 30 日必 着

問合せ 先　 （財）材料科学 技 術 振 興 財 団 　山 暗 貞
一
償 事 務局

　 　TEI ．．03−3415 −220〔〕　 FAX ．03−341nr−5987

　　E−mail ： pri∠c ＠ms し 〔，r・jp　［7 　http：Uwww ・mst ・or ．jp！prize！

ニ ッ セ イ財団 環境問題研究助成募集

課 　題 　  学 際的総 合研究 ：人間活動 と環境保金 との 調和に 関す る

　研 究一都 市 と環境 の調 和 が 持 続 す る社 会 を め ざ して 一，  個別研

　究 ：同
一

課題   若手研究 ：37歳未満，学 生 （院 生 含）は 含 まず．
応 募締切 日　 4 月 14 口 （月）

間合せ 先 　ニ ッ セ イ則団環境問題研 究助成 事務局

　 　
「
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　　　　東京大学大学院農学生 命科学研究科

　　　 応用生命化学専攻 ・応用生命工 学専攻

平 成 21 （2009）年度　修士課程及び博士課程学生募集

公開ガ イダ ンス 日程 　第 1回 ：5 月 17H （土 ）〆第 2 回 ：6 月 4 口 （水）

入学試験 日程 （予 定 ）　修士 課程 入学 試 験 ：筆 記 8 月 20H （水）・21

　日　〔木）1口 述 〔面接）8月 28 日 （木）．博士 課程入 学 試験 ；筋期

　募集 〔
一

次 ）8月 22 口 （金）厳 二 次）平成 21年 2月 20 口 （金 ），
　後期 募集 （

一
次 ）平成 21年 2 月 17LI （火）〆 （二 次 ）半 成 21年 2

　月 20 日 （金）

問合せ 先　東京大学大 学院 農学 生命科学 研 究 科

　教務課教育支援チーム 教務第二 担当

　 　TEL ．03−584i −5097 ，5098

　　E−rnail ；kyOln2＠ofc．tt、u −tc）ky〔〕．a［．jp
　匚 rhttp ：f！www ・bt．a・u ・tok

ア
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輪轟
科学を志す人び とへ 　

一
不正 を起 こさない ために

科学倫理 検討 委員会　編　 B5 変形 判，160 頁，定価 1890 円 （税 込 ），化 学 同人

　われ われ の 研究活 動の 土 台とな る 科学 的知識 は，過 去 の 研 究結果 に 基づ い て 得 られた 事 実の 積 み 重ね で 体系づ け ら れ て い

る．そ こ に 間違 っ た 要 素 を組 み込 み，知識 体 系 を崩壊 させ る 危険性 を もつ 行為が 「デ
ー

タ の 捏造」 で あ る．マ ス メ デ ィ アで

大 き く取 り⊥ げ られた妍 究成 果が 実は 捏造で あ っ た り，有名 大学 の 研 究室 が データの 捏 造 や研究 費 の 不正 流用 を行っ て い る

な ど，科学研究へ の信 頼をゆ る が す事件 が 多発 して い る 今，研 究者 倫理 に つ い て 冉考す る 必 要 が あ る．

　本書 は まず，第
一

部 で 科学 の 意 味や社会が 科学に 求 め て い る もの に つ い て触 れ，科 学 研究 の 第
一

の 目標 が．自 らの 業績や

名声 を高め る こ と で は な く，科学 的 知識 の 休 系 に新 たな 貢献 をな す こ とだ と述 べ て い る．そ の あと で，研 究競 争の 激 化や 研

究組 織 の 巨大 化 な ど，現在 の 科 学研 究 を と りま く
”
不 止 の 起き や す い

”
環境 に つ い て 考察 して い る．

　第 二 部 で は，不 正 防 1［．の 対策 と し て，  規 定の 策定．  倫理 教育 を挙 げ，実 際 に不 正 が 起 きたケ
ー

ス に つ い て の 検証 ・考

察 も行 う．  の 規 定 と し て は，2006 年 に 日本 学術会 議が 策定 した
．
科学者の 行 動規 範」 が紹 介 され る．加 えて，企業 や他 国

の 研 究機 関 で す で に 実践 され．成 果を あ げて い る倫 理 プロ グラム を紹 介 し，こ れ を参 考 に 研 究組 織 や協会 も研究倫琿 プ ロ グ

ラ ム を 策定 す る よ う提案 し て い る．  の 研 究倫 理教 育に つ い て は．大学院で の 教育，な らび に 学 会 で の 倫 理研 修 の 重要 性 が

述 べ ら れ て い る．また，実際 に 小 正 が行わ れ た ケ
ー

ス に つ い て の 検 証 ・考 察で は，韓 国 の 黄教 授 に よ る ヒ ト胚性肝細胞捏造

事件 や 国内 の 論文捏 造事件 を 題 材に，本人 の みな らず，周囲 や学会，雑誌発行者の 倫理一ヒの 問題に 言及 して い る．また，デー

タ の
’
雑 音

tt
を 除去 す る行 為 が データ 改 ざん に つ なが る 危険性に 触 れ，実験 結果 に対 す る再 現性 重視 の 姿 勢を研究 室 内で 徹

底す る よ う提 案 して い る，

　第 三 部 は Q8■X形 式 で．不正 の 起 こ りそ うな ケ
ース と．不 「ト三を 防止 す る行 動 を紹 介 して い る．

　異 な る 章 で 同 じよ うな趣 旨が 述 べ られ て い る こ とが あ り，章立 て に 工 夫 の 余地 が 見 られ る．しか し，不 正 を防止 す るた め

の 心 構 え や．具 体的 な 対 策に つ い て の 情 報 が豊富 に 盛 り込 まれて い るの で，本書を研究 室 に 1冊 置 い て お き，た まに 手に と っ

て 注 意 を喚起 し合 っ て はい か が だ ろ うか．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （大阪大谷大学 薬学 部　錦織 理華）
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